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本研究では、17世紀のヨーロッパで生まれたバロック都市計画の成立過程およびヨーロッパ

における展開を整理した上で、その後のヨーロッパ諸国への伝搬過程を明らかにした。さらに、

ヨーロッパ列強による海外植民地における適用事例について調査した。その結果、バロック都

市計画が17世紀のイタリアとフランスで発生し、その後イギリス、ドイツやオーストリアで展

開され、さらに19、20世紀のイギリスやフランスの海外植民地および独立後のアメリカ合衆国

において、実践されるにいたる過程が明らかになった。 
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1. 研究の背景と目的 

バロックとは17世紀のヨーロッパで確立された美的な

概念である。バロックは絵画や彫刻、音楽に広がり、さ

らに建築や造園、都市にまでその影響を及ぼした。バロ

ックの概念を取り入れた都市計画の方法をバロック都市

計画と呼ぶ。 

本研究では、17世紀イタリアおよびフランスで発展し

たバロック都市計画について概観し、その特性をあきら

かにする。その上で、ヨーロッパ列強による海外の植民

地支配を背景に、宗主国が主導して建設された植民地の

行政やサービスを担う都市（植民都市）の都市計画への

応用事例を概観する。こうした作業により、植民都市の

都市計画における宗主国の都市計画手法の影響を把握す

るための基礎を固めること目的とする。 

本研究の対象期間は、17世紀から、多くの植民地が独

立を果たす20世紀中ごろまでとする。 

2. 研究の方法 

本研究では、まず17世紀末から18世紀にかけてのイタ

リア、フランスにおける都市計画の潮流を文献により明

らかにし、ヨーロッパにおけるバロック都市計画の発生

とその特性を整理し、その後のヨーロッパにおけるバロ

ック都市計画の展開を概観する。さらにヨーロッパ列強

による海外植民地のなかで、バロック都市計画の適用事

例を抽出し、その展開過程について検討する。 

3.  バロック都市計画の概念 

本章では、ヨーロッパにおけるバロックの概念および

バロック都市計画の成立の過程を概観する。 

 (1)  バロックという概念 

バロックとは「ゆがんだ真珠」という意味のポルトガ

ル語に由来し、16 世紀後半に宝石関係の技術用語とし

て使われるようになった1。バロックという用語は当初、

奇妙で気障りな考えを表現するための形容詞として使わ

れた。比喩的意味を与えられたのは、1740 以降の「フ

ランスアカデミー辞典」においてであり、「バロックと

はまた比喩的に、不規則、風変り、不均等の意味に用い

られる、バロックな精神、バロックな表現、バロックな

形姿など」としている2。 

バロックという用語を建築に対して適用した例として

は、1788 年の「百科辞書体系」が次のように記載して

いる。「バロック、形容詞。建築におけるバロックとは

風変り（ビザール）の一異種である。それは風変りの洗

練されたものといってよい、またその濫用ともいえる。

…バロックという観念は、過度にまで推し進められた滑

稽さの観念を伴う。」3 

こうしてバロックという用語は、奇妙さを言い表す形

容詞から、表現や形姿を言い表す比喩的な言葉となり、

さらには建築をとらえる言葉となったのである。 

バロックはルネッサンスの否定と捉えられることが多

く、円や正多角形など円満な図形を基本とするルネッサ

ンス的な円満な世界から離脱することを意味している。

バロックについて陣内秀信は、「美しく均整のとれたプ

ロポーションで調和と秩序を獲得したルネッサンスの芸

術表現に対して、（バロックは）動的な形態や光と色彩

の演出によって人々の感覚に働きかけ、感情を揺さぶる

もの」4としている。また、松岡正剛は、「バロックは、

神のいる宇宙のなかで、その宇宙像を限界いっぱいまで
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変更しようとしたうねりだった」5としている。つまり

バロックには人間の感性に訴える特性があり、いわば表

現主義的な側面が認められる。 

芸術運動としてのバロックの時代について、タピエは

マニエリズム（1530‐80ころ）の後6、すなわち 16世末

に始まり、1780年ころに消滅する7としている。 

(2) バロック都市計画

「都市の文化」の中で、ルイス・マンフォードはバロ

ックが 17 世紀になって、バロックの生活様式、バロッ

ク平面（プラン）、バロック庭園やバロック都市のうち

に表現されるに至ったと書いている8。続けてマンフォ

ードはバロックが相反する二要素を包含しているとした。

「二つとは、第一にバロックの厳格な道路プランや形式

的な都市計画、幾何学的に秩序づけられた庭園デザイン

の中で完璧に表現されている数学的、重商主義的、方法

的な側面である。それと同時に、他面、…バロックはそ

の衣服、性生活、その宗教的狂信主義（ファナチィズ

ム）や気違いじみた経世の策に表現されている官能性、

反逆性、反古典性、反機械性などの面を含んでいる」と

した9。バロックの都市への適用について陣内秀信は

「建築が街路や広場と一体となって生み出す集合的な空

間」10をその重要な要素と考えた。 

時代については、芸術運動としてのバロックとは切り

離した議論がなさるケースが多い。マンフォードは、バ

ロック都市計画を植民地以外で計画的に建設されたマン

ハイム、カールスルーエ、ポツダムなどに典型的にみて

おり、その期間を 16 世紀から 19 世紀としている11。ま

た日端は、つぎのようにバロックとバロック都市計画の

時間的な相違を述べている。「建築のバロック芸術の時

代は主に 16~18世紀であるが、バロックの都市計画はそ

れと関連しながら、17 世紀ころから 20 世紀前半に広が

っている」12。すなわち、バロック都市計画は、バロッ

クの終焉と言われる 18 世紀末を越えて、19 世紀あるい

は 20 世紀前半に及ぶと考えられる。なお、19 世紀から

20 世紀初頭のバロック的な要素を強くもつ都市計画に

ついて、「プレ・モダンの都市改造」と呼ぶ例もある13。 

4. ヨーロッパにおける バロック都市計画 

(1) イタリアにおけるバロック都市計画

1) シクストゥス5世に始まるローマ改造

バロック都市計画の端緒は 16 世紀末に時代をさかの

ぼる。時のローマ教皇であったシクストゥス 5 世14は、

ヴァチカン図書館（1587~89 年）などの建築を完成させ、

さらに世界中の司教にローマ訪問を義務付けた。広い道

路によって教会と広場を結び、いくつもの広場にオベリ

スク15を建て、多くの噴水に水を絶やさない、というロ

ーマ改造を行った。これらの道路は起伏のあるところに

建設されたため、かならずしも透視画のような完璧な風

景を現出しているわけではないが、教皇の建築家・技師

であったフォンタナ16は街路の両端にモニュメントを配

置して、遠くからでも目的地が視認できるようにした。

フォンタナは、サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂から

サンタ・クローチェ・イン・ジェルサレンメ聖堂にいた

るおよそ 3km の直線道路、サンタ・マリア・マッジョ

ーレ聖堂とラテラーノのサン・ジョバンニ大聖堂を結ぶ

道路、そしてラテラーノとコロッセオを結ぶ道路などを

設計した17。 

2) ポポロ広場とモニュメント

ローマの北側におかれたポポロ広場もバロック都市計

画の空間形成の典型的な事例である。巡礼者の目印とな

るように、シクストゥス 5 世は 1589 年、この広場にオ

ベリスクを建てさせた18。もともと二本の道路が交差し

ていた広場に道路を一本加える計画を作ったのはライナ

ルディ19であった。三本の道路が作る二つの角地に、同

じくライナルディの手によってサンタ・マリア・デイ・

ミラーコリ聖堂（1675～79 年）とサンタ・マリア・イ

ン・モンテサント聖堂（1662～75年）という瓜二つの双

子の教会堂が建てられた（図1）
20。 

3) ベルニーニのサン・ピエトロ広場

イタリアンバロックを強烈に印象づけた壮大なスケー

ルの作品の一つが、イタリア・バロック建築の巨匠ベル

ニーニ21の設計によりローマのサン・ピエトロ大聖堂に

併設されたサン・ピエトロ広場（1656 - 67年）である。

4 列の列柱廊が支えるコーニスには 140 体の聖人像が飾

られ、列柱に囲まれた広場の中央にはフォンタナが設置

したオベリスクが立つ（図 2）。広場はミケランジェロ

が設計した大聖堂ドーム（1590 年完成）の前面にバロ

ックの空間造形を持つ楕円の広場を追加することで、大

聖堂と広場が一体となり、壮大で象徴的な都市空間が生

まれた22。 

4) イタリア国内各地への展開

ローマで確立されたバロック都市計画は、その後もト

リノやヴェニス、レッチェ、ナポリなどの都市で展開さ

れていく23。 

図1 ローマのポポロ広

場（北側の三叉路）24

図2 サンピエトロ寺院（左）に繋がるサンピエ

トロ広場、中央にオベリスクが立つ25
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(2) フランスにおけるバロック都市計画

1) 都市軸整備の始まり

パリの都市計画において、上述したローマでのバロッ

ク都市計画の展開に触発され、長い期間に渡って実施さ

れたのがセーヌ川に沿ってパリを貫く都市軸の整備であ

る。まっすぐに見通すことができるという意味で視軸、

ヴィスタとも呼ばれる、この都市軸をたどってみるとル

ーブル美術館からチュイルリー庭園、コンコルド広場を

経てエトワール広場の凱旋門まで、さらに郊外に向けて

伸び、セーヌ川を渡るヌイイ橋と対岸のデファンス地区

の新凱旋門アルシュに至る（図3）。この都市軸は、歴

代の王や皇帝、大統領が少しずつ作り上げたものである。 

17世紀中ごろのフランスはルイ 14世26の治世を迎える。

この時期にルーブル宮の改造が、ル・ヴォー27のマスタ

ープランに基づき進される。ルーブル東翼の建物設計で

は国際建築コンペが開催され、イタリアからバロックの

巨匠ベルニーニほかの著名人が参加するが、結局はぺロ

ー28による列柱棟（コロナード）が建設された。 

ほぼ時を同じくしてルーブル宮に隣接するチュイルリ

ー庭園の改造が行われる。チュイルリー庭園は、建設当

時イタリア式庭園であったが、1664 年、宰相コルベー

ルはル・ノートル29に庭園の大改造を依頼した。この中

で、ル・ノートルは宮殿中央からの視線を重視し、園地

の中央部にまっすぐな大通りと円形の広場を作った。さ

らにこの大通りに繋がるように、ほとんど農地がばかり

が広がっている郊外に楡の木を 2列に植えた並木道（チ

ュイルリー通り）を設けた。これが後にシャンゼリゼ大

通りになる道である（図4）。 

2) ヴェルサイユ宮殿・庭園の造営

ルイ 14世は 1660年ころ、パリ郊外のヴェルサイユに

あった城館を改修することを考え始め30、これが本格的

に始まるのは 1668年のことである。 

ヴェルサイユで目をみはるのは、整然と幾何学的に構

成された庭園である。中央に幅広の園路が伸び、そのと

ころどころに円形や長円形の広場が設けられており、広

場からは放射状に園路が発している（図5）。こうした

造園技法は、フランスではバロック様式と呼ばれ、中心

をヴィスタ（視線の軸）が貫く構成をもっている。 

3) 都市軸の貫通

ルイ 14世の死後、後を継いだルイ 15世（在位：1715 

- 1774 年）のオーストリアとの講和を記念した騎馬像を

いただく広場の建設の構想が持ち上がっり、王はチュイ

ルリー宮殿の先、シャンゼリゼ通りとのあいだの土地を

広場のために提供すると約し、王の第一建築家ガブリエ

ル31に設計が委託される。ガブリエルの案は、広場の外

側を堀で囲み、建物は北側のみにとし、見通しのよい構

成とした。広場には 1773年、壮麗なルイ 15世の騎馬像

が置かれ、後に、フランス革命に際して騎馬像は引き倒

され広場は「革命広場」と改名されたが、革命後は「コ

ンコルド広場」と改名され現在に至る。 

コンコルド広場の整備が進んでいたころの 1770年、

ルイ 15世の建築総監であったマリニー候32は、シャンゼ

リゼ大通りを西に延伸し、セーヌ川を渡るヌイイという

場所に橋を架け、その先はシャントコックの丘まで延伸

された。ここが現在のデファンス地区33である。 

フランス革命の後に皇帝となったナポレオン 1 世34は、

パリにエトワールの凱旋門を建造している。凱旋門が立

っている広場は星（エトワール）のように 12 本の放射

状の道路が繋がるラウンドアバウトで、その中央に凱旋

門が立っている（図 6）。その場所は、ルーブルからコ

ンコルド広場を経てシャンゼリゼ大通りの先にある。凱

旋門は 1806年に着工されたが、30年以上の後の 1838年

にようやく完成した。 

4) 19世紀の都市計画

19 世紀には、ナポレオン三世はオースマンをセーヌ

県知事として迎え、1852 年から 20 年弱のあいだパリ改

造が行われる。パリ改造は、無秩序な市街地を整理して

道路を通し、都市内の道路網を整備し、パリを美しい町

として生まれ変わらせることになった。 

（1ルーブル宮殿、3コンコルド広場、4凱旋門、9アンバリッド（廃兵院）、12エッフェル塔、）

図3 パリの都市軸とノード35 

図4 ルイ14世時代の 

チェイルリー庭園36

図5 ヴェルサイユ宮殿と庭園

（1668年）37 

図6 凱旋門の立つシャルルド

ゴール・エトワール広場38 
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(3) イギリスにおけるバロック都市計画

1) 17世紀のロンドンとロンドン大火

ローマで始まり、パリで大規模に展開されたバロック

都市計画は、ロンドンの都市計画にも影響を及ぼす。 

17世紀のロンドンにはまだ市壁があり、ロンドン塔か

らテムズ河を半円形に囲んでいた。17世紀中ごろにな

ると、市街地は市壁を越えて広がった。住宅の多くは木

造で、表通りには商店が立ち並び、その後背地には大邸

宅と最下層の貧民住宅が併存するような状態が作られた。 

こうした中で、1666年9月2日未明のロンドンの大火

が起きる。大火は市壁の中の建物を舐めつくし、さらに

は市壁の外にまで延焼した。市壁に囲まれた部分の5分

の4が延焼し、13,200の家屋が焼失した。 

大火から約1週間後、オックスフォード大学の教授で

王室建築副総監であったレン39がロンドン再建プランを

策定し、国王に提出した。レンの計画は、もともとの道

路網を生かしながらも、東西に新たな幹線道路を通し、

また焼失したセント・ポール大聖堂のところに道路を一

本新設し横向きのY字のように分岐させ、全体を幾何学

的に仕上げた（図7）。大火前にはテムズ河の河岸には

道路がなかく建物が水辺まで建て詰まっていたが、レン

のは河岸に広い道路（中央に緑地帯があるブールバー

ル）を書き入れている。

レンは大火以前にローマを訪れており、サンピエトロ

広場などを設計したベルニーニに心酔していた。レンの

再建都市計画図の要素はグリッド（格子状）の道路と市

門を起点とする放射道路、長方形の広場など、バロック

都市計画の影響を強く受けた構成となっている40。当時

のロンドンの複雑な土地所有などもあり、この再建都市

計画の骨格となる道路の建設は簡単には実現しなかった

が、セントポール大聖堂の再建はレンの手によって大火

後約10年を経た1675年に着工、1711年に竣工した。中

央のドームの外観はバチカンのデザインが参考にされた。 

2) 19世紀の都市計画

大火からの復興したロンドンは発展し、19世紀になる

と人口90万人に達した。市街地はシティからあふれ、西

側のウェストエンドに広がった。新しい市街地では、ナ

ッシュ41が手掛けたリージェント街の開発（1825年）や、

ナッシュの着想をもとにバリー42が設計し、1845年に完

成したトラファルガー広場などが目を引く43。

(4) ドイツにおけるバロック都市計画

1) ベルリンのウンター・デン・リンデン通りの整備

ベルリンはプロイセンやドイツ帝国の首都を経て現在

ではドイツの首都であるが、もともとは小さい町でしか

なかった。ベルリンの発展は 15 世紀初めにフリードリ

ヒ 1世がこの地に王宮を構えてからである。王宮はシュ

プレー川の西岸、すなわち現在の博物館島側に置かれた。 

1647 年、城壁に囲まれた王宮の角のあたりから西に

向かって、後にウンター・デン・リンデン（菩提樹の下、

の意味）通りとなる並木道が敷設される。西側にはティ

ア・ガルテンと呼ばれる広大な狩猟場の森があり、この

並木道は町と森を繋ぐもので、並木は菩提樹と栗の木を

交互に片側に 3列に並べたものであった（図8）。 

2) フリードリヒシュタットの広場

ウンター・デン・リンデン通りの北側はドロエーテ

ン・シュタットと呼ばれ、1674 年に格子状の道路が計

画されると、新市街地として城壁に囲まれた旧市街地か

らあふれ出た貴族や上級市民の建物が次々に建設されて

いく。 

さらに、通りの南側の地区にもフリードリヒ・シュタ

ットと称される新市街地が作られる（図 9）。通りを挟

んで北側のドロエーテン・シュタットと南側のフリード

リヒ・シュタットを貫くように、南北にフリードリヒ通

りが設けられ、南北方向に 5 本、東西方向に 15 本の道

路によって区分された格子状の新市街地が形成された。 

1701 年にはプロイセン王国が成立し、ベルリンはプ

ロイセン王国の首都となる。フリードリヒ・シュタット

の建設も進み、その最西端に 3つの広場が造られるのだ

が、その形は、北から四角、丸、八角形とそれぞれ特徴

的な幾何学図形である。これは 17 世紀のパリに作られ

た四角（王宮広場）、丸（ヴィクトワ―ル広場）、八角

形（ヴァンドーム広場）の広場の影響がみられる44。 

またフリードリヒ・シュタットの最南端に設けられた

円形のロンデ―ル広場（図 10）は、この広場から 3 本の

道路が鋭角の放射状に出ていくという形状からみても、

ローマのポポロ広場を意識したものと思われる。 

18 世紀中ごろプロイセン王となったにフリードリヒ

大王（フリードリヒ 2世、在位 1740－86）は、バロック

都市・ベルリンを造るうえで重要な役割を果たした。王

はウンター・デン・リンデン通り沿いの城塞を取り払い、

自分の名前を冠した広場を造り、広場に面してオペラ座

（現在のドイツ国立オペラ）を着手させ、1743 年に完

成している。フリードリヒ広場は、その後オペラ座広場

と名前を変え、戦後ベルリンが東西に分断されたあとは

東ベルリンの中心をなす広場となった。 

このように、18 世紀のベルリンの都市形成は、バロ

ック都市計画の先輩であるローマやパリの影響を受けな

がら進められていった。 

3) カールスル―エ

マンフォードは、「都市の文化」のバロック・プラン

についての記述で、16 世紀から 19 世紀のあいだに建設

された新都市は、君主とその宮廷の恒久的所在地として

選ばれた「居城都市」であるとし、その例としてドイツ
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のマンハイム、カールスル―エ、ポツダムを挙げている。 

カールスル―エはドイツ西部バーデンの首都であった。

1715 年、バーデンの領主カール・ウィルヘルムがこの

地を狩猟の根拠地と定め、居城の建設を開始し、その周

りに都市を開発した。カールスル―エのプランは都市全

体が王の居城を囲み、それを中心に道路が放射状に広が

っている（図11）
45。 

(5) オーストリアにおけるバロック都市計画

1) ハプスブルクの都ウィーン

もともとはスイスの領主であったハプスブルク家のル

ドルフ 1 世（在位 1273－91）が 1273 年に神聖ローマ帝

国皇帝となり、スイスからウィーンに拠点を移した。こ

れによりウィーンは、13 世紀末から 640 年にもおよぶ

「ハプスブルクの都」となった。

市街地の西の端に位置する王宮は、ルドルフ 1世の治

世下において王宮として整備され、その後 18 世紀中ご

ろの女帝マリア・テレジアの時代に、ほぼ現在の形にな

った。以降 20 世紀初頭に帝国が崩壊するまで、ハプス

ブルクの居城であった。 

王宮にはおよそ 16 もの建物があり、その建設年代も

13 世紀から 20 世紀までとさまざまであるが、その設計

者にはオーストリアのバロック建築を代表するヒンデブ

ラント46やフォン・エルラッハ47の名前もみられる。18

世紀に描かれた絵（図 12）では、王宮前広場とそれを取

り囲むように建設された建物が透視図法的に鳥瞰され、

背景にはシュテファン大聖堂の塔が見え、ビスタ（視

軸）を活かしたバロック的な設計意図が見える。 

2) ペストの災禍と記念碑

ペストはヨーロッパで何度も猛威をふるったが、17

世紀末に近い 1679年にウィーンを襲ったペストは死者

3万人を出す惨事となった。レオポルト 1世は、災禍が

収まった後の 1693年、当時のウィーンでもっとも賑や

かだったグラ―ベン通りに、フォン・エルラッハらが参

加して記念碑が竣工された（図13）。大きな幅員の道路

の先に大きな記念碑という構成はバロック的である。 

5. バロック都市計画の海外・植民都市への適用 

ヨーロッパ列強による海外植民地化は、15 世紀末の

コロンブスによるアメリカ大陸発見、ヴァスコダガマに

よる喜望峰を経由するアジア航路の開拓を契機に始まり、

当初はポルトガルとスペインが、その後 17 世紀初めか

らオランダとイギリスが、さらに 19 世紀中ごろからフ

ランスやその他の諸国が参加した。海外の植民地はアフ

リカ、アジア、南北アメリカおよびオセアニアに及んだ。

これらの植民地においては、植民地経営などの目的で植

民都市が多く形成されており、その中には現在に至る都

市もすくないくない48。 

本章では、前章でみたヨーロッパにおけるバロック都

市計画が、宗主国を通じて海外の植民都市において実践

され、都市建設に応用された事例を分析する。 

(1) アメリカ合衆国ワシントンDC

海外の植民都市にバロック都市計画の方法が適用され

た最初の事例は、イギリス植民地から独立直後に首都と

して計画されたアメリカ合衆国ワシントン DC であろう。 

1790 年、首都所在地法が成立し、ワシントン初代大

統領はポトマック河畔を首都の場所として選定した。

1791 年 9 月、この新しい首都は、大統領に敬意を表し

てワシントン市と名付けられた。 

図7 レンのロンドン再建計画49 

図8 ウンター・デン・リンデン通り50 

図9 フリードリヒシュタッ

ト51 

図10 フリードリヒシュタッ

トの円形のロンデール広場52

図11 カールスル―エ53

図12 18世紀の王宮54 図13 グラ―ベン通り 

（1781年）55 
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大統領は、首都建設の担当者としてフランス人の技師

ランファン56らを任命した。ランファンは 1791 年に現地

に到着し、半年ほどで計画案を仕上げた。ランファンの

計画は、幅 400 フィート（約 122ｍ）、長さが約 1 マイ

ル（約 1.6km）の細長い街区をポトマック川に繋がるよ

うに東西に配置して、その東端の丘の上に連邦議会を置

いた（現在のナショナル・モール）。 

市街地は南北と東西の格子状の道路を基本としている

が、街区の幅（東西）はリズミカルに変化させている。

また、格子状道路に対角線方向の放射状道路を加えた。

格子状道路と放射状道路が交差する場所には円形かある

いは方形の広場を設けている（図14）。 

アメリカの都市計画の誕生を分析したピーターソンは、

ランファンのワシントン計画を「新しい共和国の王党派

様式とヨーロッパのバロック様式の趣向」57と述べ、ヨ

ーロッパのバロック様式との関連を示唆している。 

ランファンの計画は、母国フランスのバロック都市計

画、とりわけヴェルサイユ宮殿および庭園からの影響が

強いと思われる。ヴェルサイユ宮殿の竣工は 1682 年で

あるが、その後も改修が繰り返され、ルイ 15 世の治世

下の 1734‐41 年には、ヴェルサイユ庭園にネプチュー

ンの泉が造営され、1753 -70 年にはオペラ座が建造され

ている。ランファンは青年時代をパリですごし、ヴェル

サイユ宮殿には親しみを持っていたことが推測される。 

1901 年、マクミラン58は首都の中心部「ナショナルモ

ール」の全面的に改修する計画を策定した（図 15）。ヨ

ーッパに視察団を派遣し、最先端のシビックデザインの

要素を取り入れている。フランスのヴェルサイユ宮殿の

バロック庭園も視察され、十字の軸の交差や、放射状の

園路、十字形の反射池などが計画に取り入れられた。 

(2) 英領ビルマ・ラングーン  

19世紀中ごろ、第二次英緬戦争によってビルマの支

配を手にしたイギリスにとって、最初の仕事はラングー

ンの建設であった。ラングーン建設は、イギリス帝国傘

下のベンガル工兵隊に所属するフレーザー中尉59に託さ

れることとなった。フレーザーは何度か計画の改定を行

い、最終的に承認された計画では、市街地の東側にあっ

たスーレ・パゴダを都市計画の主軸として、広い幹線道

路をスーレ・パゴダに合わせるように軸を動かした。ス

ーレ・パゴダの周辺は道路がパゴダを迂回し、あたかも

道の中心に広場があって、その真ん中にパゴダの金の塔

が屹立する。スーレ・パゴダの前の道路は幅員が 200フ

ィート（約 60m）と他の道路よりも一層広く、都市の中

心性を体現している（図15）。 

 (3) 英領インド・ニューデリー 

1911 年、イギリス国王ジョージ 5 世は英領インドの

首都をデリーへ遷都すること宣言し、そぼ計画策定はイ

ギリス人のラッチェンス60に委ねられた。ラッチェンス

らは新首都をデリーの市街地の南約5km程の場所に決定

し、ここに新たな首都の絵を描いた。 

大統領官邸とインド門を東西につなぐ全長約 4km の

ラージパト（王の道）と呼ばれる大通りが造られた。そ

の設計にはパリのシャンゼリゼ大通りが意識された。さ

らに商業中心地コンノートプレイスが計画された（図

17）。 

ニューデリーの建設は第一次世界大戦後に開始された。

インド総督府（現在のインド大統領官邸）およびインド

門はラッチェンスの設計による。インド門にはパリの凱

旋門との対比が見え隠れする。 

(4)  仏領インドシナ・プノンペン 

カンボジアの首都プノンペンは 19 世紀中ごろまでは

メコン川に沿った小さな集落であったが、1883 年にフ

ランスの保護国になって以降、人口が増加し、フランス

人の建築家エブラール61がプノンペン計画を 1925 年に策

定した。 

この都市を見下ろすワット・プノムの丘の南側には運

河が掘られていたが、これと軸線を合わせるように、新

しい鉄道駅が建設された。この運河は後に埋め立てられ、

中央に広い緑地をもつ東西のブールバール（現 108 通

り）へと変貌した。また、市街地の南のはずれに、もう

一本新たな大通りが計画され、さらに市街地の西側に新

たな大区画が計画され、その中心には、のちにエブラー

ル自らが設計を担当するグランド・マーケットと呼ばれ

る市場が建造される。さらに市街地から南西に向かって

新たな大通りが格子状の道路を斜行するように走る（図

18）62。 

図14 ランファンのワシント

ン計画図（1792年）63 

 

凡例 ①公共埠頭 ②税関 ③ゴドウィン埠

頭 ④スーレ・パゴダ ⑤貯水池 

図 16 ラングーン計画64 

 
図15 ナショナルモ―ル地区に対するマクミラン計画（1901年）65
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図17 ランチェンスのニュー

デリー計画（1913年）66 

 
図 18 エブラールのプノンペン

計画67 

5 バロック都計画の植民都市への展開プロセス 

本章では、バロックの誕生と、宗主国を通じた海外植

民地への適用について、時代背景や構成要素を分析する

ことにより考察する。 

(1) バロック都市計画の誕生 

バロック都市計画の誕生は、第 2章で概観したように

教皇シクストゥス 5世のローマ改造に源流をみることが

できる。さらにそれを印象的に展開したのがベルニーニ

によるサン・ピエトロ大聖堂に併殺されたサン・ピエト

ロ広場（1665～67年）であった。そのころパリのルーブ

ル宮の改造に取り組んでいたフランスの建築家・都市計

画家たちは、バロック都市計画の勇壮な空間構成法を、

絶対王政下におけるパリの都市計画に応用し、シャンゼ

リゼ大通りの造成や、エトワールの凱旋門の建設など、

都市軸を貫通させた。 

バロック都市計画の手法は、ベルリンの拡張に伴って

造成されたフリードリヒシュタットの開発において、広

大なウンター・デン・リンデン大通りを敷設し、あるい

は幾何学的な形の広場を造成したことなどに見られる。

ウィーンでもグラ―ベン通りのペスト記念塔やハプスブ

ルク王宮地区の空間構成にも適用された。 

ロンドンでは 1666 年の大火後の再建計画においてレ

ンがバロック都市計画を応用した計画を提示しているが、

複雑な土地所有などから実現にいたらなかった。このた

め、イギリスにおけるバロック都市計画は 19 世紀のリ

ージェント街やトラファルガー広場の建設までまたなけ

ればならない。 

こうしてバロック都市計画は 17、18 世紀のイタリア、

フランスで確立され、18、19 世紀のドイツ、オースト

リア、イギリスなどの諸国で展開されたと考えられる。 

(2) バロック都市計画の方法 

バロック都市計画について日端68は、「都市計画の世

界史」の中で、その構成要素を整理し、「①都市軸、②

焦点（ノード）、③多焦点放射状パターン、④ブールバ

ールなどであり、その原理は⑤遠近法的景観（長いヴィ

スタ）と絵画的美観、⑥幾何学的造形の応用である」69

としている。構成要素のうち、①都市軸と④ブールバー

ルは多くの事例において重なっており、ほぼ同一の概念

と考えられる。また②焦点（ノード）とは、建築やオベ

リスク、噴水、彫刻などのシンボル性の高いもので焦点

（ノード）を強調することと捉える。したがって、ここ

ではバロック都市計画の構成要素を下記に集約する。 

①� 都市軸・ブールバール 

②� 焦点（ノード）の強調（建物、彫刻など） 

③� 多焦点放射状パターン 

(3) 海外植民地の都市建設 

ヨーロッパ諸国による海外植民地の支配は 15 世紀末

から 20 世紀中ごろまでの 400 年あまりに渡り、植民地

の主体である宗主国も主な国だけでもポルトガル、スペ

イン、オランダ、フランス、イギリス等があげられる。

その範囲もアジア、アフリカ、南北アメリカ、オセアニ

アと広域に渡る。植民地における都市建設の動向を時代

別に整理した（表1）。 

バロック都市計画の展開期が 18、19 世紀であること

から、海外植民地におけるバロック都市計画の適用例は、

時代からみてイギリスとフランス植民地に限らる。この

点は第 5章でみた事例でも確認された。スペインやオラ

ンダの植民地では、バロック都市計画以前の計画概念で

あった格子状の道路網による市街地形成が多く見られる。 

 

表 1 海外植民地の展開と代表的な植民都市 
（アジア）

（アフリカ）　代表的な植民都市

16 17 18 19 20 （アメリカ）

　 　 ゴア、マカオ

モザンビーク、モンバサ

サルバドール・ダ・バイーア

　 　 マニラ

メキシコシティ、リマ、サンタフェ（ボゴタ）、

ブエノスアイレス

　 　 バタビア(ジャカルタ）

ケープタウン

ニューアムステルダム（ニューヨーク）

　 　 プノンペン、サイゴン（ホーチミン）

ラバト、フェズ、アルジェ

ニューオリンズ

　 　 カルカッタ、シンガポール、ラングーン

ナイロビ

フィラデルフィア、サバンナ、キングストン

　アメリカ合衆国 ワシントンDC,ニューヨーク、シカゴ

フランス

イギリス

世紀
宗主国

ポルトガル

スペイン

オランダ

 
出典：筆者 

(4) 海外植民地のバロック都市計画 

第 5章で、バロック都市計画の海外植民地への適用事

例として、ワシントン DC（英領、アメリカ合衆国独立

後）、英領ビルマ・ラングーン、英領インドニューデリ

ー、仏領インドシナプノンペンの 4都市が検討された。

上記（2）で整理したバロック都市計画の構成要素をこ

れらの都市について適用状況を整理した（表 2）。ここ

に見られるように、4 つの事例都市はいずれもバロック

都市計画の 3要素のうち 2つ以上が適用されていた。 
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特にイギリス領の植民地に適用例が多いが、これは本

国において、複雑な土地所有などの条件によって必ずし

もバロック都市計画が思い通りに進められなかった、と

いう歴史的な背景があると思われる。 

またバロック都市計画が適用された 4都市はいずれも

新首都であり、バロック都市計画が人々の感覚に働きか

けることから、威厳を醸す荘重な都市空間形成の手法と

して好まれたものと思われる。 

表2 海外植民地の展開と代表的な植民都市

バロック都市計画の要 ワシントンDC
英領ビルマ・

ラングーン

英領インド・ニュー

デリー

仏領インドシナ・プ

ノンペン

①都市軸・ブール

バール

✓ ナショナルモ

―ル地区

✓ スーレパ

ゴダ通り

✓ ラージパト（王

の道）

✓ プノンペン駅か

らメコン川に至る大

通り

②  焦点（ノード）の強

調（建物、彫刻など）

✓ ワシントン記

念塔

✓ スーレパ

ゴ

✓ インド門と総督

府（現大統領府）

✓ グランド・マー

ケット

③多焦点放射状パ

ターン

✓ 放射状道路

と広場を組み合

わせた街路計画

✓ 放射状道路と

広場を組み合わせ

た街路計画

✓ シャルル・ド・

ゴール通り

出典：筆者 

6 おわりに

本研究では、ヨーロッパにおいて誕生したバロック都

市計画が、まずはヨーロッパの国々において普及・展開

したのち、ヨーロッパ諸国の海外植民地における都市建

設において適用された事例が発見された。 

本研究により、海外の植民都市における都市計画が宗

主国における都市計画の動向と一定の連動をもっている

ことが明らかになった。このことは、今後、海外植民地

の都市計画の特性や手法を包括的に議論する上で、有益

なベースとなる。 
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